web.xml入門

１．はじめに
web.xmlファイルとは、一つのWebアプリケーションに一つ存在し、Webアプリケーションに対するさまざまな設定を記述するものです。このファイルはWebアプリケーションが再起動するたびに読み込まれます。
　ここで設定できるものはたくさんありますが、詳しくは、 Java Servlet Specification 2.2の"13 Deployment Descriptor"を参照してください。
2． 骨組みを書く
テキストエディタを開きweb.xmlの骨組みを下記のように書いてください。


これから<web-app>と</web-app>の間にwebアプリケーションの設定をいろいろ書いていきます。

3． サーブレットの登録名を指定する
サーブレットを呼び出すときは、普通（default設定では）、クラス名を用いますが、別の登録名を与えることもできます。
　以下がサーブレットに登録名を指定する例になります。
· 1行目の<web-app>タグ以降が、Webアプリケーションに対する設定となります。

· 2行目の<servlet>タグで囲まれた部分が、一つのサーブレットに対する設定となります。複数書くこともできます。
· 3,4行目の<servlet-name>で登録名を、<servlet-class>サーブレットのクラス名指定します。
これで、例えば、
http://localhost:8080/examples/servlet/SampleServlet
というURLではなく、
http:/localhost:8080/examples/servlet/Sample
のように呼びたい名前で呼び出せるようになります。
4． サーブレットマッピング
サーブレットマッピングは特定のパターンにマッチするURLが呼ばれたとき、サーブレットを呼び出すためのものです。以下に例を示します。

登録名は(1)で指定したものです。URLパターンは、/ でルートディレクトリ以下を示します（http://localhost:8080/webアプリ名/　までがルートでしたね）
URLパターンについていくつか例を示します。

http://localhost:8080/examples/SampleにアクセスがあるとSampleServletが呼び出されます。もう一つ例を示します。


http://localhost:8080/examples/*.htmlにアクセスがあると（例えば、http://localhost:8080/examples/index.html）SampleServletが呼び出されます。

それでは、みなさんのWebアプリケーションのWEB-INFに設置した、web.xmlの骨組みを開いて、作ったサーブレットの呼び出しについての決まりごとを設定してみてください。これで今週はおしまいです。みなさんお疲れ様でした！
<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1"?>��<!DOCTYPE web-app�    PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Web Application 2.2//EN"�    "http://java.sun.com/j2ee/dtds/web-app_2_2.dtd">��<web-app>��</web-app>�





 1: <web-app>� 2:   <servlet>� 3:     <servlet-name>Sample</servlet-name>� 4:     <servlet-class>SampleServlet</servlet-class>� 5:   </servlet>� 6: </web-app>�





<web-app>�  <servlet>�    <servlet-name>Sample</servlet-name>�    <servlet-class>SampleServlet</servlet-class>�  </servlet>    �  <servlet-mapping>�    <servlet-name>登録名</servlet-name>�    <url-pattern>urlパターン</url-pattern>�  </servlet-mapping>�</web-app>�





<servlet-mapping>�    <servlet-name>Sample</servlet-name>�    <url-pattern>/Sample</url-pattern>�  </servlet-mapping>�





<servlet-mapping>�    <servlet-name>Sample</servlet-name>�    <url-pattern>*.html</url-pattern>�  </servlet-mapping>








